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ものづくりを楽しみながら自由に見学・技術を体感できる。

都産技研を見に行こう！
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チャレンジコーナー

ロボットスクエア

ワークショップ ※大人対象

ものづくり工作教室 ※6歳以上対象

　この研究は、株式会社未来樹脂、工学院大学、都産技研が共
同で行った、リサイクルしたプラスチック材料を使って付加価

値の高い製品への適用を目指した共同研究の一部です。

　きっかけは、金属部品の輸送用トレーをつくれないかという

（株）未来樹脂からの要望でした。それまで（株）未来樹脂では、

工業用に使われていたプラスチックを粉砕してトレーをつくっ

ていたのですが、もっと安価にできないかということで、廃棄プ

ラスチックに着目したのです。

　しかし、廃棄プラスチックの半数を占めるポリオレフィン※1

は剛性が低いため変形しやすく、いわゆる薄肉製品には適用で

きませんでした。プラスチック材料の剛性を高めるためには、鉱

物系フィラー※2を充填することが一般的です。ただし、フィラー

は肉眼では粉状に見えますが、粒子状、板状、繊維状とさまざま

な形をしていますので、最も剛性が高くなる形状と充填量を導

き出す必要がありました。そこで、主となるポリオレフィン材料

に対して、何種類かの鉱物系フィラーを混練※3し、分析・評価を

行った結果、剛性効果とコストとの兼ね合いから、板状で、なお

かつアスペクト比※4が高いものほど効果が高いことがわかりま

した。

　廃棄ポリオレフィンは物性が低く、リサイクルは、擬木・パレッ

トなどの厚肉製品にほぼ限られていましたが、廃棄ポリオレフィ

ン材料に最適な鉱物系フィラーを選定し、適量添加で、剛性を高

めることに成功しました。これにより、従来技術では難しかった

薄肉製品への適用を低コストで行うことができました。

　今回の研究成果は、金属部品の輸送用トレーとして実用化さ

れていますが、そのほかにも、プラスチック成形加工業やプラス

チックリサイクル業、プラスチック製品製造業などにも今後はア

ピールできると思っています。

都産技研では、市場や社会的ニーズのある技術課題をテーマとした研究を行っています。
新しい事業や製品化の可能性を生み出すために、中小企業が持つ高い技術力とコラボレー
ションしながら、日々邁進している研究現場の「今」と「未来」を取材しました。

廃棄ポリオレフィン材の
薄肉製品への活用拡大が期待

「鉱物系フィラー充填によるポリオレフィン材料
 の力学特性の向上」について

TIRI 研究現場のいま 未来
研究・設備紹介

材料技術グループ
副主任研究員 山中 寿行

　廃棄プラスチックはゴミが混入するため、用途に限界があり

ましたが、近年は、プラスチックの選別や洗浄技術が高まったこ

とにより、リサイクル材料の純度も上がっています。いかに製品

として再利用するかが今後の可能性拡大の鍵となると考えてい

ます。

　研究自体は、すでに実用化という成果を得ましたが、今後さら

にさまざまな薄肉製品への用途拡大を図るためには、製品に合

わせた材料設計の検討と、成形加工技術が重要となってくるで

しょう。研究成果をベースに、製品化の用途が拡大することを

願っています。

　今回の研究は、企業、大学、都産技研で共同し、プラスチック材

料を研究し、製品化に至った点で成功例と言えると思います。今

後もこうしたプラスチック材料開発を中小企業や大学の皆さま

と行いたいと考えています。

混 練 ・ 押 出 機

設 備 紹 介

材料の配合設計に際してポリオレフィン材料と鉱物系フィ
ラーを混練するために使用しました。依頼試験のほか、材料
試作としてオーダーメード開発支援でも対応しています。

仕様
・ラボプラストミル
 （型式：4C150、モータ回転数：1～150rpm、最大トルク値：
400N・m、樹脂温度：350℃）
・小型セグメントミキサー
 （型式：KF15V、混練方式：噛合型同方向回転、チャンバ容量：
約15cc、最大せん断速度：2,900 s-1）
・小型二軸セグメント押出機
 （型式：2D15W、回転方向：噛合型同方向回転、スクリュー径：
16mm、L/D：17）

廃棄用ポリオレフィンを
使ったトレー

※1　ポリオレフィン材料：汎用プラスチックであ
るポリエチレンとポリプロピレンの総称

※2　鉱物系フィラー：無機系の充填材のことで、
プラスチックの特性を高めたいときなどに
充填する

※3　プラスチック材料にフィラーを混ぜること
※4　粒径を厚みで割った値

混練・押出機と
操作風景

今後も企業や大学とともに、材料の開発を行いたい

ぎ  ぼく

　実際の測定装置や加工機などを使った企業さま向けの「ワークショップ」（20日）や、お子さまも楽し

く参加できる「ものづくり工作教室」（21日）の他にも、特別講演や展示、物品販売など楽しいイベント

が盛りだくさん！年に一度、この時にしか見られない部屋も多数公開します。皆さまのご来場をお待ち

しております！

“スゴイ”が“見える”都産技研 イノベスタ2013開催“スゴイ”が“見える”都産技研 イノベスタ2013開催“スゴイ”が“見える”都産技研 イノベスタ2013開催

イベントの詳細は都産技研ホームページをご覧ください。 ●お問い合わせ先
本部 広報室
TEL.03-5530-2521　FAX.03-5530-2536
E-mail:koho@iri-tokyo.jp

http://www.tiri-innovesta.jp/
都産技研 検索

普段は見られない都産技研の施設を見
て、触れて、体験できるコーナー

生活や仕事に役立つロボットたち
が集合！

○雷を体験しよう
○プラズマを見てみよう
○放射線をはかろう
○音を見てみよう
○QRコード入りネーム
　カードをつくろう など

都産技研の技術セミナーを短時間に凝縮
○環境にやさしいドライプレス加工の実験
○身近なところにナノの世界
　　～蛍光炭素ドットの合成～ など14テーマ

ご家族で楽しめるものづくり工作教室
○ハイドロカルチャー
○電子オルゴール
○経木モビール など

要事前予約

21日はスタンプラリーもあります！

21日

20日

※イベント内容は変更になる可能性があります。

入場
無料
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